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地域公共交通会議とは

目的

〇地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増
進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議する
※宮代町地域公共交通会議設置要綱第１条

協議事項

●地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃等に関する事項
〇町営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項
〇交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項
※宮代町地域公共交通会議設置要綱第２条
※●は今回の設置にあたって協議いただく事項

必要性・利点

〇住民や利用者、交通事業者、関係行政機関が一堂に会して議論できる場。
⇒合意形成（協議を調える）

〇道路運送法等の特例措置要件。（処理期間の短縮など）



スケジュール

アンケート調査・分析
郵便調査

循環バス内調査

令和３年10月～
令和４年１月

地域公共
交通会議

令和４年２月～
令和４年４月

運行業者の選定

令和４年５月～
令和４年７月

関東運輸局手続き

令和４年９月～
令和４年１０月

運行開始

令和５年
４月～

事前準備

令和４年１１月～
令和５年３月

次期運行開始に向けて

〇令和５年４月からの運行開始を目指し、住民や利用者のニーズ等を把握するとともに、その結
果を活用しての地域公共交通会議での議論、次期運行業者の選定、関東運輸局手続き、事前準
備を想定し、概ね、以下のスケジュールで進めていきます。



当町における公共交通等の現行体系

町内循環バス

■１コース（往復）
■毎日（年末年始除く）
■午前８時から午後６時
■１００円／回（免除あり）
■バス停 ３９か所
■所要時間 約５０分

鉄道

◎東武伊勢崎線
◎東武日光線
※直通運転
地下鉄日比谷線
地下鉄半蔵門線

３つの駅
東武動物公園駅（乗降客数）
21,468人（R2）
31,354人（R1）

姫宮駅
4,140人（R2）
5,215人（R1）

和戸駅
3,175人（R2）
4,102人（R1）

タクシー助成制度（令和3年～）

■対象者
75歳以上の人
障がい、介護等の人

■助成内容
400円／回
最大36回（３回／月）

■利用方法
登録証の提示＋助成券

■条件
契約タクシー事業者（３社）
を利用し、宮代発又は宮代着

※令和３年度及び４年度は実証実験



前回のルート見直しと乗客数の推移

27,716
24,830

34,377

42,259

47,285
50,618

55,361
59,463

40,609

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

タクシー
助成制度開始
（H3～）ルート見直し

運行開始（H26.4～）

ルート見直し（現行）
運行開始（H29～）
※東武動物公園駅東口エリア追加

議会請願採択（H26.6）
東武動物公園駅東口地区
に循環バスルートの追加を

議会請願採択（R2.9）
金原地区等に循環バス
あるいはデマンド交通運行を

50,000新型コロナウイルス
感染症の影響



各停留所の利用人数（乗車）

すずき整形外科
土屋眼科

和戸駅

宮代台

東武動物公園駅

カスミ（ピアシティ）

姫宮駅2,275
1,897

3,258

6,113

3,581

2,253

1,571

学園台

六花

保健センター
図書館

1,272
鈴木医院

523



交通行動調査の結果概要①
■調査の目的

循環バスの次期事業計画を策定するにあたり、町民の日常の
交通行動や公共交通の利用意向を把握すること

■調査対象

無作為2,000人（町内全域、18歳以上）

■調査期間

令和３年10月27日から令和３年11月19日

■調査内容

個人属性：年代、職業、運転免許・自動車所持の有無

利用状況：目的別（通勤、通院、買い物等）の利用状況

└ 行先、頻度、交通手段、時間

循環バス：運行方式、運賃の妥当性及び全般に対する意見等

タクシー：助成制度に対する意見等

公共交通：町の公共交通全般に対する意見

■調査結果（回答者数）

708人（35.4%）

居住地 回答数 割合(%) 居住地 回答数 割合(%)

1 八河内・桃山台 25 3.72 13 道仏 37 5.51

2 和戸本郷・沖の山 10 1.49 14 中島 32 4.76

3 和戸駅周辺 55 8.18 15 宮東・字川端 26 3.87

4 宮代台・国納北 57 8.48 16 姫宮駅東口 56 8.33

5 西粂原新田 3 0.45 17 姫宮団地 40 5.95

6 西粂原中通 9 1.34 18 藤曽根・姫宮 8 1.19

7 西粂原深戸・国納南 9 1.34 19 西原 15 2.23

8 東粂原 8 1.19 20 山崎 23 3.42

9 須賀 27 4.02 21 金原・逆井 14 2.08

10 学園台 42 6.25 22 中 6 0.89

11 東武動物公園駅周辺 109 16.2 23 東 13 1.93

12 百間 48 7.14 計 合計 672 100

地区別の回答状況



交通行動調査の結果概要②

たまに利用

33%

定期利用

10%

利用しない

57% たまに利用

定期利用

利用しない

バスの利用状況

〇バスを利用している人は、全体の約23％（４人に１人）の割合となっています。
〇特に、運転免許証を「無」と回答した人に限ると、約43％の人にバスを利用いただいています。

回答者全体 運転免許証「無」の人

ほぼ倍増

定期利用 3%

たまに利用

20%

利用しない

74%

無回答

3%



交通行動調査の結果概要③

運行方式（ルート）について

〇現在の運行ルートがよいか、平成２６年３月
以前のルートがよいか伺ったところ、64％
（約６割）の方が、現在のルートがよいと
回答しました。

利用目的について

〇循環バスの利用目的（複数回答可）を伺った
ところ、買い物がトップで、続いて通院・
通所が多くなっています。

66

141

99

53
60

通勤・通学 買い物 通院・通所 活動 その他

現在の運行

方式でよい

64%元の運行方式に

戻すべき

6%

その他

30%



見直しの方向性

現行ルートは、

〇高齢化した住宅団地と公共施設、駅、買物施設、医療機関を丁寧かつ効率的に結ぶことを基本的な考え
に平成26年度から運行

〇その結果、乗客数は平成25年の24,830人から令和元年の59,463人と大幅に増加

〇この間、平成26年６月には百間地区（東武動物公園駅東口地区）の住民からの請願が議会で採択された
ことを踏まえて平成29年度からコース追加を実施

〇また、令和２年９月には循環バスが走っていない地区（金原、逆井）の住民から循環バスの運行もしく
はデマンド交通の導入の請願が議会で採択されたことを踏まえて令和３年度から75歳以上の高齢者や障
がい者を対象にタクシー助成制度を実証実験形式で実施

交通行動調査の結果では、

〇現行の運行方式（ルート）で「よい」と答えた人は全体の64%（約６割）、元の運行方式に戻すべきと答
えた方は全体の６%（１割未満）で、現行ルートを支持

こうしたことから、

〇現行ルートを抜本的に見直す理由が見当たらないため、現行ルートを基本にルート案を立案する方向


